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け い れ ん 重 桜 状 態 に 陥 っ た 新 牛 児 の 透 明 小 陌 臼 御 泡
小 児 科 診 療 , 3 3 : 1 1 4 4 - 1 1 4 9
3 . 水 野 隆 , 渡 辺 あ ゆ 子 , 高 木 徳 郎 , 小 松 代 ガ 靱 , 山 内 倫 夫 ,
サ ル フ ブ フ ェ ナ ゾ ー ル に 見 い 川 さ れ た 抗 け い れ ん 作 用
小 児 弔 仟 含 1 女 , 3 3 : 1 2 7 1 - 1 2 7 8
4 . 飯 沼 一 宇 , 成 沢 邦 明 , 山 内 倫 犬 ,
ビ タ ミ ン B 6 依 存 性 界 雫 の 脳 波
} 悩 と 発 述 , 3 : 5 3 4 - 5 4 0
5 . 飯 Υ 召 一 ・ 宇 , 大 沼 児 , 抗 川 卯 屶 , 唐 橋 交 , 1 拓 木 徳
蝉 治 性 小 窕 作 て ん か ん 群 に 対 す る  S u l f a p h 印 a z o l e の 効 巣
j 悩 と 発 達 , 5 : 3 4 - 4 0
6 . 飯 沼 ・ 了 , 大 沼 , ι , 1 ☆ H 公 徳 光
T a y - s a c h S 払 に お け る 脳 波 の 経 時 的 変 化 に つ い て
j 悩 と 発 辻 , フ : 1 2 5 - 1 3 1
フ . 人 沼 晃 , 飯 沼 ・ ・ ・ 宇 , 田 名 部 ン K 之 , 高 松 徳 光 , 1 巧 久 兒
脳 波 上 汎 兆 性 刺 { 徐 波 結 介 を 呈 し た 紅 ゞ 1 U 木 1 匝 傷 の 一 例
眺 J ボ 小 児 医 学 , 2 4 : 1 6 - 2 1
8 .  g 1 藤 孝 , 堀 1 ノ ヨ j 藤 吾 , 鈴 人 康 之 , 田 中 j 戈 1 忠 , 石 沢 英 次 , 幽 四 N . 路 , 佐 } 係 沽 春 ,
小 讐 1 原 暹 , 平 賀 旗 大 , 加 納 ・ 毅 , 飯 沼 ノ 上 , 佐 藤 ■ 私 " , メ L 川 直 美 , 大 1 1 1 雍 f ,
加 艾 1 " い つ
低 体 洲 松 に よ る 乳 児 開 心 根 治 f 術 前 後 の 粘 神 機 能 な ら び に 脳 神 経 障 害 の 検 村
心 1 臓 , 8 : 5 0 1 - 5 0 8
1 9 7 6
( ネ 品 1 山 Z 火 監 ' 尺 ) ,  P P . 2 1 - 6 3
小 央 t Y . , 1 Ⅱ Ⅱ 版 部
P P
1 3 2 - 1 5 1
医 学 ' 咋 院
1 9 8 5
1 9 8 6
吉 H 1 様 1 1 J , 水 野 院
一 特 に ビ タ ミ ン B 6 の 恥 何 越 こ 及 ぼ す 影 糾 一
1 9 7 1
1 9 7 0
飯 詔 ・ 一 宇 , 佐 心 光 子
1 9 7 0
1 9 7 0
1 9 7 3
1 9 7 5
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森 川 利 火 , 五 十 嵐 裕 , 飯 沼 ' 了 , 多 田 啓 也
小 児 父 管 支 喘 息 に ヌ 寸 す る ロ メ ヅ ト 錠 の 使 1 1 ・ } 経 験 ・ 他 施 設 恊 同 治 験 一 ・ 小 兇
科 診 療 を 刈 照 桑 と し た 他 施 設 群 闇 比 i 1 竣 試 験
小 兇 科 Π 今 療 , 5 4 : ] 6 9 9 - 1 7 0 4
1 9 9 1
多 田 秤 也 , 根 東 設 明 , 飯 沼  y 卞 一 呉 繁 大 , 成 沢 邦 明 , ¥ , 坂 沽 , 佐 1 誤 Ⅷ 夕 詔 屶 ,
大 村 沽
井 ケ ト ー シ ス 型 高 ク リ シ ン 血 症 の 兄 斗 H 列 侍 ' 床 所 見 な ら び に 化 イ ヒ 学 的 所
見
1 9 9 2
小 児 科 , 3 3 : 2 1 3 - 2 1 8
萩 野 谷 羽 1 裕 , ' 宮 林 中 明 , 小 島 明 , 菊 地 正 広 , 飯 沼 一 ' 宇 , Ⅱ _ 1 木 克 哉
ミ ト コ ン ド リ ブ 燃 幼 分 症 の 呼 吸 障 筈 に 対 す る  l d e b 印 o n e  の イ i 剣 げ 耕 こ つ い て
1 9 9 2
臨 j 太 恥 御 女 , 3 4 : 2 8 0 - 2 8 3
' ^ 1 - ゛
堺 武 り } , 禅 場 智 , 村 j 沢 秀 行 , 五 ・ 十 嵐 裕 , 飯 沼 ' 1
洗 い 出 し 用 人  f 呼 吸 器 を 用 い て の 新 什 . . 兇 機 能 1 ¥ リ 戈 気 品 測 定 裴 罷 の 捌 兆
1 9 9 5
日 本 小 児 科 学 公 側 三 よ , 9 9 : 6 1 7 - 6 2 1
心 岬 J 剣 膏 , 小 川 英 伸 , 浅 沼 弧 紀 , 大 場 美 奈 f , 松 原 洋 ' , 貴 1 川 洲 節 子 , 大 浦 敏
陣 , 五  1 ・ 嵐 裕 , 飯 汝 ・ 一 宇
デ オ キ シ コ ル チ コ ス テ ロ ン の  k . 昇 を 認 め た 2 ] 一 水 酸 化 酵 系 欠 投 応 半 . 純 屶 性
化 型 女 光 例
1 9 9 5
Π 木 小 児 科 学 会 判 既 志 , 9 9 : 1 8 2 9 - 1 8 3 4
゛ ー , ー ゛
獣 山 浩 之 , 飯 沼 ' 了
抗 ヒ ス タ ミ ン 作 用 を も つ 薬 刑 に よ る け い れ ん 誘 発 と d  ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ
ン に よ る 脳 波 賦 活 貳 験
1 9 9 6
臨 床 俳 苅 波 , 3 8 : 2 8 1 - 2 8 4
膝 所 リ 矧 奮 , 小 川 共 仲 , 浅 沼 Ⅲ 沫 己 , 五  1 ' 嵐 裕 , 飯 沼 ・ ・ " 卞
視 床 、 ド 部 過 誤 肺 に よ る 忠 存 期 〒 発 , i 下 を 来 し た 1 】 ・ 茂 i ・
指 症 候 群 の 1 乳 児 例
ホ ル モ ン と 臨 床 , " : 7 9 - 8 2
1 9 9 6
飯 沸 一 '
仏 j 捺 篤 , 今 泉 益 栄 , 斉 藤 稔 暫 , 古 成 み や こ , 鈴 木 保 史 朗 , 崔 硯 ,
宇 , 仇 藤 貴
抗 N A 2 抗 外 に よ る 同 種 免 疫 竹 吹 了 中 球 減 少 症 の Π 舛
日 人 小 児 血 液 学 会 卿 三 志 , 1 0 : 1 9 4 - 1 9 8
1 9 9 6
田 寸 ・ , 総 ・ 、 郎 ,  1 曙 1 卯 勝 , 織 1 1 1 浩 之 , 今 公 弥 , 飯 沼 " j
^  1 - .
嵯 度 粘 神 遅 滞 ・ て ん か ん ・ 1 , Y i 音 降 冉 ・ 曄 、 F 1 箪 〒 1 1 を 介 併 し 頭 部 M N  に て 両
側 弁 ' 部 に 皮 質 形 成 妥 ' 常 を 認 め た 1 例
小 児 科 , 3 7 : 1 4 5 1 - 1 4 5 6


























































千 藥 汗 夫 , ・ ・ ・ 戸 Π 川 子 , 古 1 岡 美 チ 朗 , 参 誓 場 智 , 堺 武 屶 , 飯 沼 一 宇
先 夫 性 馴 叫 鉱 瑚 矩 に 対 す る 内 * 扣 サ 冶 療 法 の 検 肘
1 9 9 9
訂 人 小 児 科 学 会 郷 ' 志 , 1 0 3 : 1 2 3 9 - 1 2 4 4
劉 文 , 森 本 哲 司 , 根 東 義 明 , 永 野 下 代 子 , 長 Π 1 道 犬 , 内 H 1 信 ・ ー ' , 人 沼 祥 子 ,
飯 淵 ・ ー サ 1
新 生 兇 剣 尿 濃 縮 機 榊 に お け る 將 航 質 対 向 流 増 暢 系 の 質 的 機 枇 転 換 の 証 明
1 9 9 9
日 木 d ↓ W 野 臓 病 学 会 剣 i 七 , 1 2 : 1 0 9 - 1 1 1
佐 々 木 征 行 , 橋 水 俊 顕 , 島 田 司 巳 , 飯 沼 一 宇 , 伏 木 信 沈 , 商 里 予 知 行 , 1 叫 鋏 次 ,
近 心 郁 子 , 二 池 輝 久
ブ ン ケ ー ト に よ る 片 仙 Ⅱ 亘 脳 症 令 1 司 J " 査
脳 と 兆 逹 , 3 2 : 2 5 5 - 2 6 0
2 0 0 0
勝 島 史 火 , 森 本 哲 司 , 堤 羽 1 泉 , 永 野 千 代 f , 根 東 義 明 , 飯 沼 ・ 一 宇 , 佐 藤 博
長 川 1 剛 シ ク ロ ス ポ リ ン を 投 リ ・ し , 継 絖 し て 腎 矧 織 所 見 を 観 察 し 得 た 頻 回 再
発 型 ネ フ ロ ー ゼ 症 候 群 の 1 例
小 兇 科 W i J 未 , 5 3 : 1 5 5 7 - 1 5 6 0
2 0 0 0
小 澤 千 冬 , 田 中 総 ・ 郎 , 横 山 浩 之 , 飯 沼 ・ 一 宇
・ 過 性 の 群 発 け い れ ん を 上 徴 と し た 幌 微 な 急 、 性 側 侠 下 血 腫 の 1 例 一 良 忰
乳 児 け い れ ん お よ び 乳 児 喪 件 部 分 て ん か ん と の 鑑 別 上 の 惜 」 題 点 ・
2 0 0 0
脳 と 発 逹 , 3 2 : 3 2 8 - 3 3 3
大 浦 敏 博 , 1 師 介 祁 義 降 , 加 膝 一 ' 火 , 剣 辻 沼 一 宇
カ ラ ク ト ー ス 血 症 の マ ス ・ ス ク リ ー ニ ン グ を 契 機 に 発 見 さ れ た F a n c o n i -
B i c k e 1 症 候 群 の イ 舛
Π 本 マ ス ・ ス ク リ ー ニ ン グ 学 会 誌 , 1 0 : 4 1 - 4 6
2 0 0 0
1 _ 1 _ 1 内 俊 緋 , 飯 W I ・ 一 宇 , 人 沼 悌 ・ , 村 崎 光 邦 ,  1 Ⅱ 川 女 良 , 淌 野 目 一 , 朝 介 朽 彦
N N - 3 侃 の て ん か ん に 対 す る 後 期 第 Ⅱ 例 胴 末 試 験
2 0 0 0
薬 理 と 治 療 , 2 8 : フ 7 1 - 8 0 5
大 塚 述 以 , 宗 形 光 敏 , 加 藤 1 Ⅱ 恵 , 横 1 _ Ⅱ 浩 と , 萩 野 谷 羽 咋 谷 , 飯 沼 ' 宇 , 池 浩 一 郎
2  ク ー ル の  1 ・ グ ロ プ リ ン 大 ・ } 立 療 法 が 村 効 で あ っ た  G u i Ⅱ a i n - B a n で  S y n ・
d r o m e  の  1  例
2 0 0 0
小 児 科 廓 床 , 5 3 : 1 8 1 9 - 1 8 2 3
堺 武 屶 , 波 辺 逹 也 , 下 柴 洋 火 , 一 戸 明 子 , 雛 場 智 , 加 原 孝 , 飯 沼 ・ 了
超 低 出 生 体 靈 児 に 対 す る カ ン ガ ル ー ケ ア の Y ・ 期 取 り 細 み
1 、 1 本 小 児 科 学 会 剥 浦 志 , 1 0 5 : 4 6 3 - 4 6
2 0 0 1
大 浦 敏 陣 , 虻 川 火 樹 , 相 川 純 ・ 一 部 , 坂 本 修 , 飯 沼 ・ ・ 字 , Ⅱ 1 澤 鮒 オ 午 , 小 林 Σ k f ,
佐 伯 武 頬
新 小 児 マ ス . ス ク リ ー ニ ン グ を 契 機 に 発 見 さ れ た C i t r i n  欠 摸 に よ る 新 生
児 肝 内 胆 汁 う っ 滞 症 : 9 症 例 の 臨 床 像 の 検 討
1 _ 1 本 マ ス . ス ク リ ー ニ ソ グ 学 会 誌 , 1 1 : 2 3 - 2 7

























































大 浦 敏 1 専 , 小 林 . 上 f , 虻 川 大 樹 , 坂 本 修 , 心 腺 幾 磨 , 勝 島 , 史 火 , 森 本 暫 司 ,
熊 谷 廼 当 , 堤 和 泉 , 小 怖 ノ 太 子 , 佐 伯 武 頼 , 飯 汝 叫 一 ・ 宇
斬 比 、 児 マ ス . ス ク リ ー ニ ン ク を 契 機 に 充 見 さ れ た  C i れ ' i n  欠 批 に よ る 力 刊 、
児 肝 内 小 廿 1 う つ 沸 町 1 ( N I C C D ) 症 例 の 悔 刷 人 経 過
1 _ 1 小 マ ス ・ ス ク リ ー ニ ン ク 学 会 i 誥 , 1 4 : 4 7 - 5 2
8 0
二 浦 対 屶 ,
, 川 脇
幸 大
飯 淵 ・ 一 宇 , 佐 力 人 望 , 大 洋 真 木 ・ f , 岩 本 d l f f , 平 Ⅱ 1 哲 ・ ゛ エ ,  1 " 野 恒
I f , 岡 鋲 次 , 満 詔 昭 久 , 松 イ _ n ! N 欠 郎 , 呆 辻 郎 , 松 介 誠 , 綿 山
て ん か ん 恕 、 老 を 対 象 と し た 新 規 パ ル プ ロ 触 ナ ト リ ウ ム 徐 放 錠 の 多 グ 仙 没 八 同
偸 , 床 市 U 強 成 織
小 児 科 1 翻 床 , 5 7 : ] 7 2 9 - 1 7 3 8
伍 升 究 報 告 書 )
1 . 多 田 祚 也 , 飯 Υ a  ・ 1 . , 谷 内 ' 彦 , 川 1 沢 俊 郎 , 飴 木 外 , 松 沢 人 樹 , 伊 喋 Ⅱ . 敏 ,
炯 沢  1 順 ,  J 1 リ ヨ 逹 雄 , 四 j 、 1 W ル 1 聖
難 治 て ん か ん に お け る ポ ジ ト ロ ン C T ( P E T ) に よ る 脳 1 / 、 } 局 所 ブ ド ゥ 糾 i 代
謝 の 研 究
ナ 1 乍 名 神 絲 疾 患 研 究 枩 託 " 「 鄭 治 性 て ん か ん の 成 因 と 治 療 に 関 す る 研 究 」
] 9 8 4
昭 千 n 5 8 仟 度 ゛ R イ S  , ! 1 ,  P P . 1 2 7 - 1 3 1
2 . 多 川 戸 ¥ 也 , 飯 沼 ・ 一 宇 , 谷 内 ー リ 多 , 符 木 打 ・ , 松 沢 大 樹 , 畑 沢  1 順 , 井 戸 途 排
小 兇 鄭 治 て ん か ん の ポ ジ ト ロ ン に よ る 1 摘 1 人 」 局 所 フ ド ゥ 糖 代 ' 附 の 研 究
厚 生 ? i 神 経 技 恋 而 f 究 委 , 托 喪 「 好 r 冶 性 て ん か ん の 成 閥 と 治 療 に 関 す る 仙 究 」
1 9 8 5
I V 杯 U 5 9 イ F j 叟 轍 イ ! i ' 1 1 ,  P P . 1 3 7 - 1 4 2
3
2 0 0 4
多 剛 啓 也 , 飯 沼 ・ 了
難 治 お よ び 易 治 て ん か ん の 診 療 の 実 態 特 に 難 治 性 て ん か ん の 治 療 と 対
策 お よ び そ の 効 果 に つ い て
厚 牛 省 御 経 疾 懲 W 「 究 委 託 " 「 " 泥 庁 上 て ん か ん の 成 因 と 治 療 に 関 す る 研 究 」
1 9 8 6
I V 仟 Π 6 0 午 1 叟 帳 告 円 、  P P . 3 5 一 如
多 Π 1 } 件 也 , 飯 択 ・ 一 十 , 谷 内 一 彦 , 簡 水 昇 , 伊 心 1 1 1 敏 , 松 沢 大 樹 , 井 戸 逹 雛
小 児 の 鄭 治 竹 複 判 矧 " ) 発 作 に お け る P E T に よ る 脳 内 局 所 靴 代 剛 の 解 析
に 止 名 神 経 疾 恋 W 「 究 委 i 剖 ! t 「 測 N 台 竹 て ん か ん の 予 防 と 対 策 に 関 す る 研 究 」
1 9 8 7
昭 不 1 1 6 1 イ r 度 研 究 縦 告 , 1 1 ・ ,  P P . 8 5 - 9 0
多 I U 斡 也 , 飯 沼 ・ 宇 , 萩 野 谷 和 裕 , 小 島 川 1 , 半 ・ 田 郁 ・ f , 苗 木 "
難 治 性 統 発 令 般 て ん か ん の  B e n z o d i a z e p i n e  ' f 1 寺 休 薬 . 阿 投 ' j 療 法 の 効 果
ル 川 、 . 省 神 経 疾 患 研 究 委 託 佐 鞭 丘 謝 辻 て ん か ん の 列 坊 と 対 策 に 関 す る 研 究 」
1 9 8 8
Ⅷ 仟 Π 6 2 イ W 夏 研 究 桃 告 , 1 1 ,  P P . 1 1 7 - 1 2 1
4
















































飯 沼 一 宇 , 萩 野 谷 手 畔 谷 , 八 木 恒 火 , 今 公 弥 , 横 山 浩 之 , 大 沼 晃 , 柳 沢 俊 郎
・ 一 似 1 1 ゛ r 球 に み ら れ た  P a c h y g y r i a  に お け る  M R l s u r f a c e  a n a t o m y  s c a n  と
局 所 プ ド ウ 糖 代 謝 に つ い て
厚 生 省 精 神 ・ 神 経 疾 恕 、 研 究 委 託 事 業 " 悩 形 成 肺 害 の 成 因 と 疫 、 1 に 関 す る 研 究 」
平 成 3 年 度 総 括 研 究 報 告 吾 ,  P P . 5 2 - 5 8
1 9 9 2
飯 沼 一 宇 , 横 1 _ [ 1 浩 之 , 八 木 恒 夫 , 萩 野 谷 不 Π 裕 , 谷 内 ^ ・ ' 彦
蝋 治 性 ・ 部 分 て ん か ん の 焦 点 に お け る ヒ ス タ ミ ン H I ・ 受 容 体 の 堰 強 に つ い て
厚 生 名 精 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 些 「 鄭 治 て ん か ん の 治 療 法 開 発 に 関 す る 研 究 」
乎 成  4  午 度 研 究 報 告 i " ,  P P . 1 9 9 - 2 0 3
1 9 9 3
飯 沼 ・ 一 宇 , 萩 野 谷 和 裕 , 八 木 恒 夫 , 横 山 浩 之 , 大 沼 晃 ,  d ゛ 、 村 " 子
脳 同 π 勿 求 党 常 の 臨 床 お よ び M R 1 の 検 討
厚 生 省 精 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 事 業 汀 悩 形 劇 挿 轡 の 成 因 と 疫 学 に 1 到 す る 研 究 」
平 成 4 年 度 研 究 報 告 書 ,  P P . 3 2 - 4 0
1 9 9 3
飯 沼 ・ ・ 、 宇 , 八 木 恒 夫 , 萩 野 谷 千 畔 谷 , 横 山 浩 之 , 大 沼 児 , 小 林 康 子
脳 回 形 成 異 常 の 脳 内 ブ ド ウ 粘 代 謝
厚 生 省 精 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 班 業 打 摘 形 成 障 響 の 成 因 と 予 防 に 関 す る 釧 究 」
平 成 5 年 度 研 究 桜 告 志 ,  P P . 9 8 - 1 0 3
1 9 9 4
飯 沼 ・ 一 宇 , 八 木 恒 夫 , 萩 野 谷 和 裕 , 横 山 浩 之
乳 児 重 症 ミ オ ク ロ ニ ー て ん か ん の 1 8 F D G - P E T に よ る 脳 内 ブ ド ウ 糖 代 謝
厚 牛 省 粘 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 安 「 難 治 て ん か ん の 治 療 法 開 発 に 関 す る 研 究 」
平 成  5 年 度 研 究 報 告 i " ,  P P . 1 4 3 - 1 4 5
1 9 9 4
横 山 浩 之 , 飯 沼 ' 宇
け い れ ん と 中 枢 ヒ ス タ ミ ン 神 経 系 に 関 す る 研 究 突 験 的 厶 q 赴 病 究 な ら び
に ポ ジ ト ロ ン C T を 用 い た て ん か ん 焦 点 の 画 像 化 一
( 財 ) て ん か ん 治 療 研 究 振 興 財 団 研 究 年 蛾 , 6 : 1 2 0 - 1 2 4
1 9 9 4
飯 沼 ・ 一 宇
第 1 8 回 斥 1 1 深 粘 料 中 1 】 経 薬 理 学 会 ( x v n l t h  c 0 Ⅱ e g i u m  l n t e r n a t i o n a l  N e 山 ' 0 -
P s y c h o p h a T m a c 0 1 0 g i c u m ) へ 出 張 一 ・ 国 際 交 材 即 加 女 受 領 蝦 告 q 爪 逃 )
( 財 ) て ん か ん 治 療 研 究 振 興 則 団 研 究 年 縦 , 6 : 2 2 0 - 2 2 1
1 9 9 4
飯 沼 ・ 一 宇 , 横 ル 1 浩 之 , 八 木 恒 夫 , 谷 内 一 、 彦
姑 治 件 ・ 部 分 て ん か ん 恕 、 者 に お け る  P I C ] d o X 即 i n  に よ る ヒ ス タ ミ ン H , 受
容 体 マ ッ ピ ン グ と  P i x e l - b y - p i x C 1 ア プ ロ ー チ に よ る 画 像 処 円 !
厚 生 省 粘 神 ・ 神 経 疾 患 価 究 委 託 賓 「 籬 治 て ん か ん の 治 療 法 開 発 に 関 す る 馴 究 」
平 成  6 年 度 研 究 帆 告 1 斗 ,  P P . 1 4 7 - 1 5 0
1 9 9 5
飯 沼 ・ ・ 宇 , , 高 橋 立 子 , 吉 岡 芽 朗 , 饗 場 糾 , 堺 武 男
胎 内 で 脳 室 拡 大 を 認 、 め た 2 3 例 の 検 討
厚 生 省 粘 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 市 業 m 削 杉 成 障 害 の 成 因 と 予 防 に 関 す る 研 究 」
平 成 6 く r 度 研 究 報 告 書 ,  P . 2 8
























































飯 沼 一 宇 , 人 沼 晃 ,  d ゛ 村 遍 ・ f , 力 Ⅲ 係 里 恕
脳 室 樹 囲 白 質 軟 化 の 臨 床 一 合 併 す る て ん か ん の 特 徴 に つ い て
厚 佳 省 精 相 1 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 * 業 岡 削 杉 成 異 常 の 発 牛 機 庁 に 1 刈 す る 岫 , 肝 、
的 ・ 基 礎 的 研 究 」
平 成 9  午 度 側 究 十 R 告 冉 , ,  P . 6
1 9 9 S
飯 沼 ・ ・ ・ ・ 宇 , 加 藤 里 恵 , 昂 律 婆 紀 子 , 永 井 貞 山 美 , 才 { 形 光 敏 , 萩 野 谷 和 裕
当 科 プ ロ ト コ ー ル に よ る W e s t 症 候 群 の 治 療 成 歉
原 小 名 心 身 障 筈 研 究 「 小 兇 世 性 4 寺 定 俟 患 治 療 研 究 小 業 の 部 価 に 関 す る 仙 究 」
平 成  9 年 度 研 究 帳 告 ' " ・ ,  P P . 1 1 3 - 1 1 5
1 9 9 8
飯 沼 ・ 一 宇 , 加 艇 里 恕 , 系 樫 紀 子 , 永 井 真 1 」 、 1 美 , ン R 形 光 敏 , 萩 野 谷 和 裕
小 児 慢 性 特 定 疾 患 の 疫 学 的 研 究 ・ ・ わ が 国 の 相 1 経 ・ 筋 疾 態 、 に お け る 症 候 の
特 徴 一
厚 牛 省 心 身 陣 1 、 f 研 究 「 小 児 慢 忰 特 定 疾 恕 、 治 療 研 窕 、 * 業 の ' 邦 価 に 関 す る 研 究 」
平 成  9 4 F 1 叟 研 究 報 告 i 斗 ,  P P . 1 9 7 - 1 9 9
1 9 9 8
飯 沼 ・ 一 宇
小 兇 朔 に お け る 雌 治 て ん か ん に 対 す る 神 経 薬 N 的 な ノ ▲ 礎 的 検 討
平 成 9 年 腰 ~ 平 成 1 0 年 度 文 部 省 1 十 デ 研 究 柿 助 金 基 緋 研 究 C  ( 2 )
研 究 成 果 報 告 , _ 1 1 ,  P P . 3 - 9
1 9 9 9
飯 沼 ・ 一 宇
覚 醒 レ ベ ル 向 上 を 目 指 し 九 抗 て ん か ん 薬 の 1 捌 兆 に 関 す る 研 究
平 成 Ⅱ ・ 1 2 1 刊 叟 文 部 省 1 十 学 研 究 1 ! t 補 助 金  J " 鞭 研 究 B  ( 2 )
研 究 成 果 都 告 祝 ・ ,  P P . 3 - 1 8
2 0 0 1
飯 沼 ・ ・ ・ 宇
生 イ 木 磁 父 学 的 手 法 を 用 い た 小 児 脳 の 可 型 件 の 研 究
平 成 Ⅱ ・ 1 2 年 度 文 部 省 科 学 研 究 安 補 助 金 は , 雜 研 究 C  ( 2 )
研 究 成 果 縦 告 1 1 ,  P P . 3 - 1 7
2 0 0 1
飯 沼 ' 宇 , 冨 樫 紀 子
小 児 慢 性 特 定 疾 恕 、 ( 判 1 経 ・ 筋 疾 恕 、 ) の 登 録 ・ d , r 佃 i に 関 す る 仙 究
平 成 1 2 年 度 厚 生 科 学 研 究 ( f ど も 家 庭 総 合 価 究 小 ・ 業 ) 「 母 ・ f 保 健 論 縦 の n
録 ・ 評 価 に 関 す る 研 究 」
乎 成 1 2 午 度 研 究 縦 告 冉 ,
2 0 0 11 6 0 - 1 6 1
P P
飯 沼 ・ 一 宇
乳 幼 兇 期 に 牛 じ る け い れ ん 発 作 の 病 態 と 治 療 に 関 す る 研 究
厚 生 科 7 研 究 研 究 費 補 助 金 脳 科 学 研 究 * 業
平 成 1 2 午 度 総 括 ・ 分 担 研 究 報 佐 ' 斗 ,  P P . 1 - 8
2 0 0 1
飯 沼 ・ 一 宇
皮 質 形 成 異 ' 常 症 の 斬 技 術 を 用 い た 機 能 解 析
厚 4 . 科 学 研 究 側 究 費 袖 助 釡 服 仟 十 学 研 究 * 畔 ミ
平 成 1 2 年 ・ 度 総 括 ・ 分 扣 . 研 究 卓 長 告 ・ i 斗 , 1 〕 P . 9 - 1 9























































牙 を 子 心 , 金 井 数 明 , 岩 佐 博 人 , 岡 田 尤 宏 , 士 嶺 章 子 , 福 Ⅲ 1 五 焼 , 廣 瀬 伸 一 ,
満 留 昭 久 , 小 氏 1 弘 址 , 大 洋 真 木 子 , り 打 妖 正 利 , 宮 富 , 佑 , 白 坂 幸 義 , 古 良 能 太
郎 , 松 尾 宗 明 , 祖 父 π 文 子 , 山 川 和 弘 , 佐 野 都 , 波 邊 一 ・ 功 , 飯 沼 ・ 一 宇 , 前 田
郷 ・ f , 前 澤 真 郡 子 , 小 島 俊 リ } , 利 Ⅱ 1 ・ 一 丸
熱 性 け い れ ん , ' 常 染 色 休 優 杜 て ん か ん 熱 竹 け い れ ん プ ラ ス , 乳 児 重 症 ミ オ
ク ロ ニ ー て ん か ん の 遺 伝 ・ f 診 断 設 定 の 試 み 一 S C N I A  ミ ス セ ン ス 変 呉 の
局 在 に 関 す る 解 析 ・ ・ ー
厚 生 省 粘 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 伐  a 3 指 一 1 ) 「 て ん か ん の 診 断 ・ 治 療 ガ イ
ド ラ イ ン 作 成 と そ の 央 証 的 研 究 」
平 成 1 5 イ r 度 研 究 幸 R 告 ' 牛 ,  P P . 1 2 5 - 1 3 1
1
飯 沼 ・ 宇
先 天 代 謝 異 ' 常 と 脳 波
脳 と 発 達 , フ : 2 1 3 - 2 2 1
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 の て ん か ん
治 療 , 5 9 : 8 2 3 - 8 2 8
飯 沼 ・ 一 宇
脳 波 の 読 み 方
小 児 内 科 , 9 : 7 4 3 - 7 5 1
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 神 経 学 に お け る C T ス キ ャ ン の 瑚 題 点 ・ 小 児 科 の _ 立 場 か ら
脳 と 発 迷 , 1 1 : 1 2 3 - 1 3 1
飯 沼 ・ 一 宇
先 犬 代 謝 異 常 、 症 に お け る 控 榮 件 疾 慈 、
1 1 畄 と 杣 経 , 3 1 : 4 8 9 - 4 9 9
飯 沼 一 宇
今 月 の 十 題 σ 悩 炎 ・ 脳 症 ゛ 訓 侠 炎 ) 脳 波
小 児 内 科 , 1 3 : 7 6 9 - フ 7 6
飯 沼 ・ ' i !
熱 セ " ナ い れ ん の 臨 床
日 本 医 ] 打 新 撮 , 3 0 0 1 : 1 5 - 1 8
飯 沼 一 宇
意 識 障 辨 を 伴 わ な い 部 分 て ん か ん
小 児 内 科 , 1 3 : 2 1 0 5 - 2 1 1 1






2 0 0 4
7
8
1 9 7 5
1 9 7 フ
1 9 7 フ
1 9 7 9
1 9 7 9
1 9 8 1
1 9 8 1

































































飯 沼 一 予
P E T ,  S P E C T ,  M R I , 臘 飢 茲 1 叉 1  ( M E G )
小 兇 子 伶 今 療 , 融 : 2 5 0 0 - 2 5 0 7
飯 沼 ・ 宇
小 児 内 畔 絢 炎 恕 、 に 刈 す る  P E T  の 1 心 、 刑




A i C 加 d " 主 候 併
小 兇 科 診 療 , 5 6 : 9 0
飯 沼 ・ / 1 !
R 即 m ・ t : て ん か ん 恕 、 X の 1 悩 内 に 発 作 扣 1 制 機 構 存 在 か
1 削 寮 , 7 6 : 1 9 8 - 2 0 0
飯 祝 ー ナ
け い れ ん の 診 断  P E T ・ S P E C T
C l i n i c a ]  N e u r o s c i e n c e , 1 2 : 2 9 6 [ 2 9 8
飯 沼 ・ 一 了 , , 織 ル _ 1 浩 ' ι
て ん か ん と 分 子 牛 物 学
M o l e c u l a r  M e d i c i n c , 3 2 : 1 8 2 - 1 8 6
2 4
' ー 」 ー ゛





て ん か ん と 1 画 像 診 断
小 児 1 人 」 科 , 2 7 : 1 0 9 9 - 1 1 0 4
1 9 9 5
飯 沼 ・ 一 宇 , 古 岡  M ;
庁 論 . シ ン ポ ジ ウ ム 「 画 像 解 析 の 最 前 線  1 謝 走 と 形 態 の 新 合 」
j 悩 と 発 述 , 2 7 : 1 1 3 - 1 1 4
1 9 9 5
g 吼 奏 正 敏 , 谷 内 ・ 一 彦 , 山 Π 卸 , ル 村 京 竹 彦 , 1 乏 ' 沢 治 犬 , 嶺 1 1 _ 1 沿 と , 飯 i 4  ・ 、 宇 ,
井 戸 辻 雄
ヒ ト } 悩 神 経 伝 達 の P E T  に よ る 画 像 化 . シ ン ポ ジ ウ ム 「 1 ' 川 象 解 析 の 最 市 H 湶
一 機 能 と 形 態 の 統 合 」
} 悩 と 発 達 , 2 7 : 1 4 6 - 1 5 2
1 9 9 5
飯 沼 一 宇
ヰ 1 兆 竹 , 淋 1 " 竹 , 症 候 性 ウ エ ス ト 症 候 群
乘 北 r 元 学 剣 誌 , 1 0 8 : 4 3 - 4 4
1 9 9 6
何 父 1 召 ・ 一 宇 , 高 橋 立 ・ f ,  H 1 小 総 ・ 一 鄭 , 横 1 1 1 浩 之 ,  i 拓 柳 勝 、 奈 良 千 忠 子 ' ,
萩 野 谷
和 裕 , 今 公 弥
< 昭 床 医 ツ , の 展 望 > 小 兇 神 経 学
臼 人 医 * 新 帳 , 3 7 5 1 : 3 - フ
1 9 9 6
2 8
1 9 9 1
2 9
1 9 9 2
1 9 9 3
3 0
1 9 9 4
3 1


























































飯 沼 ・ 一 宇
孤 発 竹 滑 脳 症 . 領 域 別 症 候 群 シ リ ー ズ 御 経 症 候 群 Ⅲ
2 0 0 0
牙 川 Π } H 本 臨 躰 , 2 8 : 4 4 2 - 4 4 3
飯 沼 ・ 宇
J - ' →
M Ⅱ l e r - D i e k a 症 候 群 . 領 域 別 症 候 群 シ リ ー ズ 柯 1 経 症 候 群 Ⅲ
別 冊 Π 入 臨 躰 , 2 8 : 4 "
2 0 0 0
丘 辻 沼 ・ 一 宇
局 在 竹 才 剛 悩 症 ・ 厚 脳 回 症 . 領 域 別 症 候 群 シ リ ー ズ 神 経 症 候 群 Ⅲ
別 肌 1 Π 木 臨 } 休 , 2 8 : 4 4 5
2 0 0 0
飯 沼 ・ 宇
中 枢 ヒ ス タ ミ ン と 控 榮
別 冊 ・ 医 学 の あ ゆ み 「 ヒ ス タ ミ ン 研 究 の 妓 近 の 進 歩 」 ,  P P . 9 4 - 9 6
2 0 0 0
大 浦 敏 博 , 勝 島 史 夫 , 坂 本 修 , 飯 沼 一 宇
ホ モ シ ス チ ン 尿 症 一 ② [ 新 牛 _ 児 マ ス ・ ス ク リ ー ニ ン グ に よ っ て 明 ら か に な
つ た 病 態 ・ 最 近 の 進 歩 ・ 今 後 の 展 開 ]
小 リ ι 科 診 療 , 4 5 : 1 3 3 5 - 1 3 3 8
西 尾 利 之 , 根 束 義 明 , 飯 沼 ・ 一 宇
新 生 児 , ボ 熟 児 の 輸 液 法
M e d i c a l  p r a d i c e  侍 ' 時 増 刊 ・ 号 , 1 7 : 3 9 6 - 4 0 2
飯 沼 ・ 一 宇
神 経 生 理 学 的 検 在 の 巡 歩 と 小 児 へ の 応 用
テ ク ニ シ ア ン , 3 9 : 8 3 - 8 8
飯 沼 ・ 一 宇
学 会 名 改 定 検 討 委 H 会 か ら の メ ヅ セ ー ジ 「 わ 畔 制 錢 能 検 査 の 進 小 と 小 児 へ の
応 J I ] 」
臨 床 神 経 4 ミ 理 学 , 2 8 : 4 価 一 4 0 6
飯 沼 ・ 一 宇
L e n n o X と 小 児 て ん か ん 学 の 進 歩
B R A I N  M E D I C A L , 1 2 : 3 5 5 - 3 5 9
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 疾 患 シ リ ー ズ 小 児 疾 悲 、 の 診 断 と 治 療 1 5  て ん か ん
臨 床 氏 薬 , 1 7 : 6 7 フ - 6 8 2
飯 沼 ・ - 1
第 1 0 4 1 叫 日 本 小 児 科 学 会 会 頭 誥 演 : 除 の 原 点 と し て の 小 児 科
日 本 小 児 科 学 会 剰 垢 志 , 1 0 5 : 1 0 3 0 - 1 0 3 4
2 0 0 1
4 4
4 5





2 0 0 0
5 0
2 0 0 0
5 1
2 0 0 0
5 2
2 0 0 1
5 3



























































飯 沼 ・ 一 了
小 児 の コ ン ト ラ ス ト C T の 重 篤 な 危 険 性 と そ の 予 防
鷺 學 の あ ゆ み ,  N 6 : 6 3 9
1 9 8 8
宮 坂 松 衞 , 清 野 昌 一 ' , 飯 沼 ・ ' 卞 , 剛 1 , ・ 1 ・ , 信 也
座 談 会 ・ て ん か ん 診 捺 の 現 況
臨 床 医 薬 , 6 : 2 1 5 - 2 4 4
1 9 9 0
飯 沼 ・ 一 宇
て ん か ん と 画 像 診 断 の 進 歩
1 9 9 0
I N T E R N A T I O N A L  E P I L E P S Y  N E W S , 9 9 : 1 0 - 1 1
飯 沼 ・ 一 宇
巻 頭 ' 小 兇 神 絲 の 末 来 学
} 悩 と 発 達 , 2 3 : 3
1 9 9 1
飯 沼 一 ・ ' デ
獣 界 に 注 目 さ れ る 代 謝 疾 態 研 究
小 児 科 絵 北 f , 5 4 : 1 2 船
1 9 9 1
i - 」 ー ,
飯 沼 ' 丁
X  神 経
. -  r  l
、 』 J I - ' 、
「 小 児 竹 噛 ・ 定 疾 患 治 療 研 究 Ⅲ 業 手 引 き 平 成 4 イ f 度 版 」 ( 飯 沼 一 ' 宇 「 毓 ) ,  P P
宮 城 1 , { ・ 仙 台 市
1 9 9 3
8 1 - 8 3
飯 沼 ・ ・ ノ 卞 , 横 1 1 1 浩 之 , 大 槻 泰 介 , 谷 内 ・ 一 彦 , 波 部 建 彦 , 井 戸 逹 鄭 . , 0 1 心 1 1 敏
複 緋 部 分 発 作 に お け る ヒ ス タ ミ ン H 1 受 容 体
ラ ン セ ヅ ト 日 本 語 版 , 3 : 7 8
1 9 9 3
飯 沼 一 、 宇
ヰ リ 収 ヒ ス タ ミ ン 神 経 系 と け い れ ん
Π 研 化 学 株 式 会 社 : て ん か ん 治 療 シ リ ー ズ ⑧ , 2 - 3
1 9 9 3
水 村 j 道 心 , 飯 沼 ・ 一 宇 , 水 谷 莚 勝 , 令 田 浩
座 談 会 ・ 薬 の 村 1 互 作 用
M E D I C O , 2 5 : 1 1 0 6 0 - 1 1 0 7 0
飯 沼 ・ 一 宇
巻 頭 言 こ れ か ら の 向 際 除 療 恊 力
1 悩 と 発 達 , 2 7 : 2 6 8
1 9 9 5
飯 沼 、 " ,
「 て ん か ん 一 鰔 近 の 話 } 遜 」 機 能 的 画 像 診 断 一 P E T ,  S P E C T の 進 歩
1 9 9 5









































































飯 沼 ・ 一 宇
巻 瓢 言  H 木 小 児 神 経 学 会 の 行 動 目 標




東 北 大 ツ リ 丙 院 1 こ お け る 令 館 禁 艸 の 実 施 経 過 と 問 題 点
循 環 器 専 門 氏 , 1 1 : 3 4 5 - 3 4 8
飯 祝 一 宇
「 こ ど も の け い れ ん ・ ひ き つ け 」
ふ た ば , 6 7 : 3 5 - 4 2
飯 沼 一 宇
エ ピ レ プ シ ー コ ラ ム ③ 「 絖 々 て ん か ん 2 0 1 せ 紀 を ふ り 返 る 」
E p i ] e p s y  R e v i e w , 3 : 3
飯 瀏 ' 宇
エ ピ レ プ シ ー コ ラ ム ④ 「 新 て ん か ん 2 0 世 紀 を ふ り 返 る 」
E p i ] e p s y  R e v i e w , 4 : 3
' ^ , ー ー






( シ ン ポ ジ ウ ム , 特 別 講 演 , 教 育 講 演 等 )
飯 淵
J - 」 ー ー
神 経 系 の 兆 辻 と そ の 障 害 : 先 天 代 謝 熨 常 と 脳 波
第 4 回 H 本 脳 波 筋 確 図 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム
人 阪
1 9 7 4
飯 淵 ' 子
' ー , ー ゛
熟 性 け い れ ん の 槻 念 , 分 類
第 2 3 「 川 Π 人 小 児 神 経 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム
仙 台
1 9 8 1
飯 沼 ・ ・ ・ 宇
脳 波 お よ び 誘 発 施 位 の て ん か ん へ の 応 川
札 幌
第 3 1 [ り I F 1 木 小 児 判 1 経 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム
1 9 8 9
飯 沼 ・ ・ ' 宇 , 池 浩 ・ 一 郎 , 横 山 浩 之 , 古 原 康 , 谷 内 一 ・ 彦
鄭 W " 上 て ん か ん の べ ン ゾ ジ ブ ゼ ビ ン 治 療 に 関 す る 研 究 一 臨 床 的 お よ び 突
験 的 研 究
伊 お て ん か ん 治 療 研 究 振 興 財 団 研 究 助 成 受 領 蝦 告
仙 今
1 9 9 0
飯 沼 ・ ・ 宇 , 横 川 浩 之 , 八 木 価 大
P E T に よ る 脳 内 ヒ ス タ ミ ン H ] 一 受 容 体
部 分 て ん か ん 患 者 に お け る
受 容 体 は , て ん か ん 焦 点 で 増 リ 川 す る
( そ の  1 ) ー ・ ヒ ス タ ミ ン  H I
京 都
第 3 5 回 日 木 小 児 神 経 学 会
1 9 9 3
5
2 0 0 3
2
2 0 0 3
2 0 0 4
3























































て ん か ん と 1 血 像 診 断
1 _ 1 1  形
芽 党 8 1 可 山 形 て ん か ん 懇 活 会 , 特 別 ' 品 演
1 9 9 5
飯 沼 一 ' 宇
, ・ 1 ・ . 枢 ヒ ス タ ミ ン ー 旧 く て 新 し い 刈 」 経 訓 節 区 1 子
仙 台
第 2 2 山 1 下 U 成 県 小 児 科 透 会 定 剖 H 怠 会 , " 別 誥 演
1 9 9 5
飯 洞 ・ ノ 了
特 発 竹 、 沿 因 件 , 症 候 性 W e S ぜ 宗 候 群 ,
第 8 0 回 東 北 氏 学 会 総 会 , 教 綬 就 仟 記 念 擶 演 会 , 噛 別 講 演 仙 台
1 9 9 5
飯 沼 一 宇
乳 児 の 充 逑 と 保 健
仙 d
平 成 7 q j 叟 乎 ψ ι 保 育 研 修 会 , 噛 努 嚇 吊 演
1 9 9 5
飯 沼 ・ ・ ' 行 ξ
無 駄 の な い 小 兇 画 像 診 断 : 脳 1 1 N 制 矣 態 、
j l 〔 j ; i
第 3 ] 回 H 木 小 兇 放 射 線 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム
1 9 9 5
飯 沼 ・ 一 宇
旧 く て 新 し い 御 経 那 徐 朔 羽 子 ー ヒ ス タ ミ ン
松 山
第 3 回 愛 媛 小 児 神 経 懇 話 会 , 特 別 論 演
1 9 9 5
飯 t H  ・ ' 1
ポ ジ ト ロ ン C T  ( P E T ) に よ る て ん か ん j 太 ゞ 、 〔 の 岫 1 像 化 ー ヒ ス タ ミ ン  H , 受
容 休 結 介 に よ る 新 た な 展 開
川 お て ん か ん 治 療 佃 究 振 興 財 団 , 研 究 助 成 受 領 帳 告
人 阪
1 9 9 5
飯 沼 ・ ・ 才 、
こ ど も の ひ き つ け を め ぐ っ て
仙 台
Ψ 成 7 ζ W 変 宮 城 県 小 児 保 健 恊 会 研 究 会 , 噛 ・ 別 講 加
1 9 9 5
飯 沼 、 ' ・ j !
け い れ ん と 門 ・ 斗 区 ヒ ス タ ミ ン 判 1 経 系 : そ の J よ 礎 と 昭 汰
福 島
第 1 5 1 回 東 北 て ん か ん 学 会 , 特 別 講 演
飯 沼 一 ・ ・ 左 j 、 :
中 枢 ヒ ス タ ミ ン ー ー 1 日 く て 新 し い 神 経 , " 断 i 閧 丁
小 平
第 Ⅱ 回 多 摩 て ん か ん 懇 話 会 , 特 ・ 別 講 演
J - 」 ー ゛
飯 沼 ' 司
^ ^
ど も の け い れ ん と ヒ ス タ ミ ン
、 ー
犠 岡
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1 9 9 5




























































飯 沼 ・ 一 宇
て ん か ん 診 療 に お け る 画 像 診 断 の 進 歩 と 将 来 忰
第 1 9 回 宮 崎 て ん か ん 懇 話 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ ・ 一 宇
抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 と 小 児 の 癒 染
第 1 0 回 北 九 州 て ん か ん 懇 話 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 と 小 児 の け い れ ん
第 6 0 回 日 本 小 児 科 学 会 茨 城 地 力 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
ヒ ト 脳 の は た ら き を み る ・ 一 最 近 の 機 能 的 四 1 像 仰 井 斤 の 進 歩 一 ・ ・
第 7 回 岡 山 成 長 障 害 研 究 会 , 特 別 誥 演
飯 沼 ・ 宇
小 児 科 の 過 去 に 学 び 未 来 を 芳 え る
第 2 0 回 秋 田 県 小 児 科 医 会 総 会 , 特 別 講 演
飯 沼 一 宇
中 枢 ヒ ス タ ミ ン 神 経 系 と け い れ ん
第 1 7 回 秋 田 県 て ん か ん 研 究 会 , 特 別 誠 演
飯 沼 ・ ・ 宇
も し も 子 ど も の ひ き つ け に 出 会 っ た ら
柴 田 郡 医 師 会 学 術 講 演 会 , 特 別 満 演
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 科 の 歴 史 に 学 び 米 来 を 考 え る
会 津 小 児 科 除 会 学 術 講 演 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
こ ど も は 未 来 へ の 宝 ・ 、 小 児 科 の 歴 史 に 学 ぶ
小 児 の 粘 神 ・ 神 経 フ ォ ー ラ ム , 特 別 溝 演
飯 沼 ・ 一 宇
新 ミ レ ニ ブ ム の 小 児 科
石 巻 地 区 小 児 科 会 勉 強 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ f 、
' ー 」 ^
子 供 の ひ き つ け に 出 会 っ た ら
綜 合 南 東 』 ヒ 病 院  M e d i c a l c o n 「 e r e n c e , 4 寺 呂 1 」 盲 緯 溢 1
飯 沼 ・ 一 宇
こ ど も の け い れ ん の 考 え 力







" 宮 Ⅲ 奇
4 7
北 九 州
1 9 9 8
4 8
1 9 9 8
日 _ ウ ニ
4 9
1 9 9 8
岡 山
5 0
1 9 9 9
耿 田
5 1
2 0 0 0
1 9 9 9
秋 田
大 河 原
1 9 9 9
会 津 若 松
1 9 9 9
1 9 9 9
熊 小
1 9 9 9
石 巻
2 0 0 0
岩 沼
2 0 0 0









































































飯 沼 ・ 一 宇
小 児 て ん か ん の 病 態 と 治 療
福 岡
第 2 6 回 Π 人 医 学 会 , レ ク チ ャ ー
2 0 0 3
飯 沼 ・ 一 宇
C h i l d  n e u r 0 1 0 g y  i n  A s i a  :  T r e n d s  o f  c h i l d  n e Ⅲ 、 0 1 0 g y  i n  J a p a n  n ' o m  a  p o i n t
O f  v i e w  i n  t h e  a r t i c l e s  o f  J a p a n e s e  a u t h 0 玲
福 岡
第 4 5 同 H 人 小 児 神 経 学 会 , シ ン ポ ジ ウ ム
2 0 0 3
飯 淵 一 宇
非 侵 襲 的 脳 検 査 法 の 進 歩 と て ん か ん
福 岡
第 1 3 回 福 岡 ・ 久 留 米 て ん か ん 研 究 会 , 特 努 嚇 伎 淡
2 0 0 3
飯 沼 ・ ・ 宇
非 侵 製 的 脳 検 査 法
] 1 ! j j 〔
第 3 9 倒 小 児 放 射 線 学 会 , 招 請 誥 演
飯 淵 一 宇
外 来 小 児 科 と 医 学 教 育
仙 台
第 1 3 同 外 来 小 児 利 ' 学 会 , 基 訟 弗 祉 演
飯 沼 ・ 宇
挨 の 原 ノ 無 と し て の 小 児 科
1 Π 形
1 _ Ⅱ 形 艮 陵 左 計 捌 講 演 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
医 の 原 点 と し て の 小 児 科
大 河 原
県 ル 尹 川 亥 病 院 職 員 研 修 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 け い れ ん と ヒ ス タ ミ ン
群 馬 薬 物 療 法 研 究 会 , 特 別 誥 演
ν 一  f
飯 沼 ・ 字
小 児 け い れ ん と ヒ ス タ ミ ン
r ; j イ 公
香 川 て ん か ん 研 究 会 , " 勿 1 1 講 演
飯 沼 ・ 宇
小 児 神 経 科 氏 を 月 指 す 若 き 医 師 へ の メ ヅ セ ー ジ
j 1 τ j ; (
第 4 6 回 Π 本 小 児 神 経 学 会 総 会 , 会 長 要 望 孤 演
飯 沸 ・ ・ ' 宇
小 児 救 急 を め ぐ る 諸 n 打 題







2 0 0 4
7 1
2 0 0 3
7 2
2 0 0 4
2 0 0 3
7 3
2 0 0 4
2 0 0 4
7 4
2 0 0 3
郡 1 _ U
2 0 0 3
75 飯沼・一宇
薬効を背景にしたてんかん治療
旭川てんかん研究会,牛1別誥演
飯Υ召・・宇
1悩機能向像解析とてんかん
錦22同北海道小児祁絲戀話会,特別講演
飯沼・一宇
近未来のてんかん医療
門水てんかん協会第31回全国大会,医療諧演
W込沼・一宇
ならぬことはならぬものです・・会河り排の教えと私
塩釜医師会生涯研修会,特別講演
76
フフ
78
59
旭川 2004
札幌 2004
仙台 2004
"子,C 2005

